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JSiSE Code of Ethics was newly established at the General Meeting of Members held in June of this year. 
In this review, we first introduce the process of developing the Code of Ethics for consideration by the Code of 
Ethics Committee. Next, we will explain what it means for an academic society to establish a Code of Ethics, 
covering several topics. Finally, the basic principles of the Code of Ethics and the intent behind each article 
will be described.
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1.　はじめに

教育システム情報学会における倫理綱領検討委員会

（以下，委員会）は，2023 年 6 月 24 日の第 47 回理

事会において，この解説記事の著者 9 名の委員で組

織することが承認されました．

2023 年 10 月 6 日に第 1 回の会合を大阪工業大

学梅田キャンパスにおいてハイブリッド形式で行

い，策定方針およびおよそ半年程度で策定する作業

工程を定めました．その後約半年，合計 13 回にわた

る議論を経て倫理綱領案の制定に至りました．その

後，理事・監事・社員対象に意見聴取を行ったのち，

2024 年 6 月 22 日の社員総会において承認，発行さ

れ，Web ページにて公開されました（1）．

委員会では多くの時間をかけて内容および文言を精

査してきました．倫理綱領というとどの学会も杓子定

規に良識的な文言を並べている……というイメージか

と思います．議論をスタートする前は，第 1 著者も

そんなイメージでしたが議論し始めると……大変奥が

深く，考えさせられる機会となりました．委員会での

議論の内容だけでなく会員のみなさまに各条文に込め

た意図を含めご理解いただければ，日常の研究，教育，

業務の場面に引き寄せて考える材料にしていただける

有意味なものになると考えています．
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